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全
体
集
会
で
は
、
公
共
民
間

評
議
会
を
代
表
し
て
橋
本
武
朋

議
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
続

い
て
、
自
治
労
本
部
の
藤
森
久

次
副
委
員
長
、
全
国
一
般
評
議

会
の
福
島
憲
一
議
長
、
岸
ま
き

こ
参
議
院
議
員
、
鬼
木
ま
こ
と

参
議
院
議
員
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

比
田
井
修
事
務
局
長
が

「
２
０
２
３
春
闘
の
取
り
組
み

方
針
」
（
案
）
」
を
提
案
。
春

闘
方
針
で
は
、
①
す
べ
て
の
単

組
で
職
場
討
議
を
行
い
要
求
書

を
作
成
・
交
渉
を
実
施
す
る
、

②
賃
上
げ
は
、
自
治
体
労
働
者

と
同
じ
賃
金
を
め
ざ
す
こ
と
を

基
本
に
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分

＋
賃
金
改
善
分
と
し
て
、
月
額

１
万
６
５
０
０
円
以
上
の
賃

上
げ
め
ざ
す
、
③
単
組
活
動

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
単

組
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
な
ど

を
提
起
し
た
。

 

続
い
て
「
職
場
の
安
全
衛

生
・
労
使
の
役
割
り
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
自
治
労
本
部

の
産
業
医
で
あ
る
山
名
隼
人
医

師
が
講
演
し
た
。

 

取
り
組
み
報
告
は
、
岐
阜
県

住
宅
供
給
公
社
労
組
の
鷲
見
顕

委
員
長
が
「
パ
ワ
ハ
ラ
に
対
す

る
た
た
か
い
」
に
つ
い
て
、
日

本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

労
組
（
京
都
）
の
都
木
か
お
り

書
記
長
が
「
解
雇
撤
回
の
取
り

組
み
」
を
報
告
し
た
。

 

最
後
に
橋
本
議
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
全
体
集
会
を
終
え

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
日
々
の
労
働

に
加
え
て
組
合
活
動
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
対
面
で

春
闘
集
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
喜
び
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
春
闘
の
情
勢
で
す
。
物
価

が
数
十
年
ぶ
り
の
値
上
が
り
を

し
て
、
生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
少
な
く
と
も

物
価
上
昇
に
見
合
う
賃
上
げ
を

勝
ち
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

春
闘
の
原
点
は
、
企
業
ご
と

の
労
使
交
渉
の
弱
点
を
補
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の

業
績
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
弱

点
を
克
服
し
、
同
じ
業
種
・
産

業
ご
と
の
統
一
し
た
要
求
で
賃

金
相
場
を
形
成
し
、
労
働
者
全

体
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
で
す
。

　

自
治
労
の
今
年
の
春
闘
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
あ
な
た
の
声
で

は
じ
ま
る
春
闘
」
で
、
一
人
ひ

と
り
が
参
加
し
、
そ
の
声
を
集

め
る
と
い
う
こ
と
。
公
共
民
間

評
議
会
に
は
、
労
働
条
件
が
自

治
体
に
準
拠
し
て
い
る
単
組
と

そ
う
で
な
い
単
組
が
あ
り
ま
す

が
、
両
方
が
春
闘
期
に
要
求
書

を
提
出
し
て
、
春
闘
期
に
交
渉

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
、
そ

れ
に
よ
っ
て
賃
金
相
場
を
形
成

し
、
人
事
院
勧
告
に
波
及
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
統
一
自
治
体

選
挙
の
年
で
す
。
普
段
の
労
使

交
渉
で
は
対
応
で
き
な
い
政

策
・
制
度
課
題
を
実
現
す
る
た

め
に
も
、
自
治
体
単
組
や
組
織

内
議
員
と
の
連
携
を
強
め
る
機

会
と
し
て
重
要
で
す
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
民
間
労
働

者
は
労
働
三
権
が
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
三
権
を
使
い
こ

な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
組
織

強
化
が
必
要
で
す
。

公
民
評
の
２
０
２
３
春
闘
方
針
を
決
定

物
価
高
に
見
合
う
賃
上
げ
を

　

公
共
民
間
評
議
会
は
、
１
月
21
日
か
ら
22
日
に
「
２
０
２
３

春
闘
勝
利
！ 

公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組
春
闘
討
論
集
会
」
を
東

京
・
連
合
会
館
で
開
催
し
、
２
０
２
３
春
闘
方
針
を
決
定
し
た
。

こ
の
集
会
に
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
も
含
め
て
約
190
人
が
参
加
し
た
。

2023春闘

討論集会

す
べ
て
の
単
組
で
要
求
・
交
渉
し
よ
う

公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組
評
議
会　

議
長　

橋
本 

武
朋

▲ あいさつする橋本議長

▲ 全体集会の最後を団結ガンバロウで締め括った。



　

自
治
労
本
部
の
門
崎
社
会
福

祉
局
長
が
「
介
護
職
員
等
の
処

遇
改
善
に
つ
い
て
」
講
演
。

　

門
崎
局
長
は
、
処
遇
改
善
で

は
、
現
在
で
も
３
つ
の
加
算
が

活
用
可
能
。
組
合
は
、
一
時
金

や
手
当
よ
り
も
、
基
本
給
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
非
正
規
職
員

の
処
遇
改
善
を
求
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
人
員
不
足
の
解
消

に
は
、
職
場
の
人
間
関
係
や
働

き
や
す
い
か
ど
う
か
も
重
要
と

参
考
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

最
初
に
栃
木
県
本
部
の
澤
田

副
委
員
長
（
関
東
甲
地
連
公
共

民
間
評
議
長
）
が
、
公
共
民
間

単
組
出
身
の
自
治
体
議
員
擁
立

の
経
過
や
連
携
し
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

続
い
て
、
栃
木
県
足
利
市
の

吉
田
市
議
と
新
潟
県
五
泉
市
の

佐
藤
市
議
（
写
真
・
２
人
と
も

公
共
民
間
単
組
出
身
）
が
、
立

候
補
に
至
る
経
過
、
議
員
と
し

て
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
報

告
し
、
参
加
者
と
意
見
交
換
し
た
。

　

埼
玉
県
本
部
の
青
木
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
（
元
公
共
民
間
評
事
務

局
次
長
）
が
「
委
託
・
指
定
管

理
が
か
か
え
る
不
安
定
化
リ
ス

ク
に
対
処
す
る
」
と
題
し
て
講

演
し
た
。

　

埼
玉
県
本
部
で
は
、
委
託
元

の
自
治
体
に
対
し
て
毎
年
秋
に

委
託
費
用
の
積
算
方
法
や
雇
用

の
継
続
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ

て
お
り
、
自
治
体
へ
の
要
請
に

は
自
治
体
単
組
と
の
連
携
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
を
解
説
し
た
。

　

自
治
労
本
部
の
北
川
オ
ル
グ

が
「
労
働
組
合
を
活
用
し
な
い

の
は
も
っ
た
い
な
い
！

」
と

題
し
て
講
演
。
労
働
組
合
に
入

り
、
組
合
費
を
払
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
①
組
合
員
の
声
を
聴

こ
う
、
②
問
題
解
決
の
手
段
を

考
え
よ
う
、
③
解
決
に
む
け
た

行
動
を
し
よ
う
、
④
組
合
員
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
よ
う
と
活

性
化
の
方
法
を
提
案
し
た
。

　

参
加
者
は
、
講
演
を
踏
ま
え

て
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
っ
た
。

自
治
体
単
組
と
の
連
携
が
不
可
欠

●
指
定
管
理
者
制
度
・
委
託
契
約
制
度
の
問
題
と
課
題

労
働
組
合
を
も
っ
と
活
用
し
よ
う

●
組
織
活
動
の
活
性
化

人
員
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
は

●
介
護
・
福
祉
職
場
の
現
状
と
課
題

自
治
体
議
員
と
連
携
し
よ
う

●
組
織
内
お
よ
び
協
力
議
員
と
の
連
携
に
つ
い
て

単組活動の活性化にむけて
集会２日目は、４分科会で研修・議論を深める

第１第 
分科会

第３第 
分科会

第２第 
分科会

第４第 
分科会

　春闘討論集会２日目は、４つの課題別の分科会に分かれて、

講演を聞いて研修したり、他の参加者と意見交換した。


